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研 究

3歳以下の未就園児の就寝・起床時刻に関連する

　　　　　　　　　　　　　　要因の検討

及　川　直　樹

〔論文要旨〕

　3歳以下の未就園の乳幼児とその母親121組を対象に，乳幼児の就寝・起床時刻の実態を把握し，それに関連す

る要因について重回帰分析を用いて検討した。その結果乳幼児は平均して21時前に就寝，7時前に起床し，良好

な睡眠リズムを有していた。乳幼児の就寝時刻には，乳幼児の起床時刻，昼寝終了時刻，運動実施状況，主な遊び

場所母親の就寝時刻が影響していた。早寝の習慣を定着させるには，特に乳幼児が早起きをすることが重要であっ

た。乳幼児の起床時刻には，乳幼児の就寝時刻，母親の起床時刻が影響していた。早起きの習慣を定着させるには，

特に母親の早起きと乳幼児の早寝を合わせて行うことが重要であった。
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1．はじめに

　幼児の睡眠リズムは，近年改善されてきているもの

の，依然として夜型の傾向が続いている12）。幼児の就

寝・起床時刻に関して，就園児は登園時刻が決まって

おり，それに合わせて家庭生活を送るため比較的整っ

ているが13），未就園児は保育所に通う幼児よりも就寝・

起床時刻が遅く，その傾向は1歳児や起床時刻におい

て顕著に現れている1・4）。このことから，主に3歳以下

の未就園児の睡眠リズムは，同年齢の就園児よりも不

規則であることが推測される。

　また，乳幼児の睡眠リズムに関連する要因としては，

母親の就寝・起床時刻5～9），乳幼児のテレビやDVD・

ビデオ（以下，メディア）の視聴時間51°〔12），朝食摂

取ユ3ユ4），身体活動15，16），戸外遊び11）などが挙げられる。

しかし，先行研究では3歳以上の就園児が対象であっ

たり81°～エ31516），3歳以下の乳幼児が対象でも就園状況

を考慮せずに分析しており5・6，9・14），3歳以下の未就園児

が対象のもの7）は限られている。したがって，3歳以

下の未就園児に限定して乳幼児の睡眠リズムに関連す

る要因を検討した場合，これまでの指摘とは異なる要

因が見い出される可能性がある。

　そこで，本研究では3歳以下の未就園児を対象に，

就寝・起床時刻の実態を把握し，それに関連する要因

を検討することにした。

1［．方 去

1．調査対象

　長野県のA市内にある地域子育て支援拠点「Bひ

ろば」を利用する未就園の乳幼児と，その母親121組

を対象とした。乳幼児は，0歳32名，1歳46名，2歳

37名，3歳6名の計121名（男児55名，女児66名），月

齢は5～41か月（平均20．04±9．18か月）であった。
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2．調査方法・内容

　母親に対し，乳幼児の基本属性と，乳幼児および母

親の平日の生活リズム・習慣に関する無記名の質問紙

調査を実施した。母親には，研究の趣旨・内容，研究

参加の任意性，結果の取り扱いなどについて，口頭や

文書で説明し，質問紙への回答により同意が得られた

とみなした。調査は，2012年5～12月および2013年9

～ 11月に実施した。

　質問項目について，基本属性は月齢　きょうだいの

有無，祖父母との同居の有無A市内の地域子育て

支援拠点の利用状況であった。生活リズム・習慣に関

して，乳幼児と母親に共通する項目は，就寝・起床時刻，

メディアの視聴時間，朝食摂取頻度であり，乳幼児に

限定した項目は，昼寝の開始・終了時刻，運動実施頻度，

主な遊び場所であった。以上の項目の選定は，先行研

究「J　一　16）を参考に行った。なお，本研究では，地域子育

て支援拠点の利用状況に関する項目は扱わなかった。

3．分析方法

　まず，乳幼児の就寝・起床時刻の平均と標準偏差を

算出した。次に，性別などの項目において，乳幼児の

就寝・起床時刻の平均と標準偏差を算出した。その際，

乳幼児および母親の朝食摂取頻度では，回答に偏りが

みられたため，「毎日食べる」以外の全ての回答を「欠

食」とした。そのうえで，各項目における就寝・起床

時刻について，2群間の平均の差はt検定，3群間以

上の平均の差は一要因分散分析で検定した。さらに，

乳幼児の就寝・起床時刻から求めた睡眠時間などの項

目に関して，乳幼児の就寝・起床時刻との相関係数を

算出し，無相関検定を行った。最後に，就寝・起床時

刻をそれぞれ従属変数その他の項目を独立変数とす

る重回帰分析を行った。以上の統計処理には，SPSS

21．O　for　Windowsを用いた。

皿．結 果

1．各項目における乳幼児の就寝・起床時刻の平均の比較

　乳幼児の就寝時刻の平均は20：51±0：40，起床時刻

の平均は6：50±0：45であった。

　表1に，性別などの項目における乳幼児の就寝・起

床時刻の平均と標準偏差を示した。各項目における就

寝・起床時刻の平均の差を，t検定あるいは一要因分

散分析で検定した結果，きょうだいの有無において起

床時刻に有意差が認められた（t（117）＝2．36，p＜0．05）。

その他の項目では，就寝・起床時刻に有意差が認めら

れなかった。

表1　各項目における乳幼児の就寝・起床時刻の平均の比較

項目 選択肢 N
就寝時刻 起床時刻

M SDt値またはF値M SD　　t値またはF値

性別
男 55　　20：49 0：41

0．61ns
6：52 0：45

女 66　　20：54 0：39 6：48 0：45
0．45ns

基本
　　　きょうだい
属性

いる 47　　20：50 0：32

O．57ns
6：39 0：32

いない 72　　20：54 0：44 6：57 0：51
236＊

祖父母との

同居

同居している 32　　20：47 0：37

O．81ns
6：41 0：41

同居していない 89　　20：53 0：41 6：53 0：46
1．22ns

朝食摂取

頻度

毎日食べる 116　　　　20：53 0：39

0ユ7ns
6：51 0：44

欠食 1　　21：00 7：00
020ns

多い 51　　20：52 0：41 6：46 0：42

　　　運動実施

乳幼児頻度

やや多い 46　　20：52 0：39

0．63ns
6：53 0：49

やや少ない 20　　20：48 0：41 6：57 0：40

1．16ns

少ない 2　　21：30 0：42 6：00 0：42

主な

遊び場所

室内 65　　20：46 0：44 6：50 0：46

どちらも同じくらい 43　　21：02 0：33 2．61ns 6：51 0：47 0．34ns

戸外 13　　20：41 0：31 6：40 0：30

　　朝食摂取
母親
　　頻度

毎日食べる 117　　　　　20：52 0：39

0．35ns

6：49 0：44

欠食 4　　20：45 1：11 7：00 1：04
0．45ns

ns有意差なし，＊p＜0．05

各項目において，欠損値のある乳幼児は除外した。
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表2　就寝・起床時刻と各項目の相関係数

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1．乳幼児：就寝時刻

2．乳幼児：起床時刻

3．乳幼児：睡眠時間

4．月齢

5．昼寝開始時刻

6．昼寝終了時刻

7．昼寝時間

8．乳幼児：メディアの視聴時間

9．母親：就寝時刻

10．母親：起床時刻

11．母親：睡眠時間

12．母親：メディアの視聴時間

O．54＊＊＊　－0．30＊＊　　0．17

－
　　　　0．33＊＊＊　－O．07

　　　－　　－0．09

0．21＊　　　0．22＊　　　0．04　　　　0．18　　　－O．09

0．03　　　　0．02　　　　0．04　　　　0．03　　　－0ユ1

－
0．24＊　　－0．28＊＊　－O．04　　　　0．Ol　　　－0．04

0ユ8　　　0．16　　－O．07　　　0．46＊＊＊　0．14

　　　0．91＊榊　一〇．23＊　　　O．04　　　　0．04

　　　　－　　　 0．19　　　0．04　　－0．03

　　　　　　　－　　　－0．06　　　－0．21＊

　　　　　　　　　　－　　0．15

O．33＊＊＊　　0．02

0．66＊＊＊　　0．35＊＊＊

0．17

－
0．02

0．07

0．10

0．05

0．08

－ 0．09

　　　0．06

　　　0．22＊

0．18＊　　　0．09

0．00　　　－0．04

0．18　　　－0．05

0．14　　　0．01

－
0．08　　　　0．05

0．00　　0．60＊＊＊

0．02　　　　0．02

0．44＊＊＊　　0．16

　－　　－0．03

＊p＜0．05，　＊＊p〈O．Ol，　＊＊＊p＜0．001

各項目において、欠損値のある乳幼児は除外した。

2．乳幼児の就寝・起床時刻と各項目の相関

　表2に，乳幼児の就寝・起床時刻と睡眠時間などの

項目との相関係数を示した。就寝時刻は，起床時刻と

中程度の正の相関（r＝0．54），睡眠時間と弱い負の相

関（r＝－030），昼寝開始・終了時刻，母親の起床

時刻と弱い正の相関（r＝021～0．33）が認められた。

起床時刻は，就寝時刻以外に，母親の起床時刻と中程

度の正の相関（r＝0．66），乳幼児および母親の睡眠時

間，母親のメディアの視聴時間と弱い正の相関（r＝

0．22～0．35）が認められた。

表3　就寝時刻を従属変数とする重回帰分析結果

9

乳幼児：起床時刻

昼寝終了時刻

運動実施頻度

主な遊び場所（どちらも同じくらい）

主な遊び場所（戸外）

母親：就寝時刻

　0．53＊’＊

　O．23＊＊

－
O．22’

　028＊＊

－
O．Ol

－
0．19“

R2

自由度調整済みR2

O．45“”

O．41＊＊＊

3，乳幼児の就寝・起床時刻に影響する要因

　乳幼児の就寝・起床時刻に影響する要因を検討する

ために，就寝・起床時刻をそれぞれ従属変数とする重

回帰分析を行った。なお，運動実施頻度は，量的変数

として扱い，性別，きょうだいの有無，祖父母との同

居の有無，乳幼児および母親の朝食摂取頻度，主な遊

び場所といった質的変数は，ダミー変数を用いて変換

した。さらに，乳幼児の睡眠時間は，就寝・起床時刻

から求めており，独立変数として扱うには不適切なた

め，分析から除外した。以上の手続きを経たうえで，

変数選択を行った。さまざまなモデルにおいてβが有

意な変数を優先的に投入し，その際のR2と自由度調

整済みR2の変動や両者の差に注目し，できるだけ少

ない変数で乳幼児の就寝・起床時刻を推定することを

目指した。

　強制投入法による重回帰分析の結果，最終的に採用

されたモデルが表3，表4である。就寝時刻のモデル

β：標準偏回帰係数，R2：決定係数
＊p＜O．05，　＊＊p〈0．01，　＊＊＊p＜0．001

主な遊び場所は，「室内」を基準カテゴリーとするダミー変数。

全項目を通じて，欠損値のある乳幼児は除外した（N＝93）。

表4　起床時刻を従属変数とする重回帰分析結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N＝121

3

乳幼児：就寝時刻

月齢

母親：起床時刻

　0．38”’

－
0．12

　0．53＊＊＊

R2

自由度調整済みR2

0．56＊＊＊

Q55＊”

β：標準偏回帰係数，R2：決定係数
＊＊＊ p＜O．OOl

（表3）では，乳幼児の起床時刻，昼寝終了時刻，運

動実施頻度主な遊び場所（どちらも同じくらい），

母親の就寝時刻のβが有意であり，起床時刻のβが最

も高かった。起床時刻のモデル（表4）では，乳幼児

の就寝時刻，母親の起床時刻のβが有意であり，母親
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の起床時刻のβが最も高かった。なお，両モデルで取

り上げられなかった変数は，いずれもβが有意ではな

かった。また，両モデルにおける各変数のVIF（分

散拡大要因）は，就寝時刻では1．02～1．43，起床時刻

ではLO4～L17であり，多重共線性は認められなかっ

た。

】V．考 察

1．乳幼児の就寝・起床時刻と各項目の関係

　乳幼児は，平均して21時前に就寝し，7時前に起床

していた。先行研究1・4）における1～3歳の未就園児の

実態と比較すると，本研究の方が就寝時刻では20～50

分程度，起床時刻では30～50分程度早い。よって，乳

幼児は良好な睡眠リズムを有していたといえる。

　性別などの項目において，乳幼児の就寝・起床時刻

の平均を比較したところ，きょうだいがいる方が起床

時刻の早い傾向が認められた。きょうだいがいる47名

の乳幼児のうち，27名（574％）は兄姉がいることから，

鈴木ら4）が指摘するように，就園している兄姉がいる

ことで起床時刻が早まった可能性が推測される。その

他の項目では，有意差が認められなかった。乳幼児お

よび母親の朝食摂取頻度に関しては，回答に偏りがみ

られたためと推察される。運動実施頻度と主な遊び場

所に関しては，幼稚園や保育所に通う3～5歳児にお

いて就寝時刻との関連ll・15・16）が指摘されており，本研

究の結果と異なる。この違いについては，本研究の乳

幼児が良好な睡眠リズムを有していたことの影響など

が推測される。なお，本研究では，各項目における就

寝・起床時刻の平均を比較したが，朝食摂取，身体活

動，戸外遊びを乳幼児の睡眠リズムの関連要因として

挙げた先行研究ll13～］6）では，就寝・起床時刻をもとに

それぞれ群を作成し，その群別に各項目の人数や割合

を比較している。こうした分析方法の違いも結果に反

映した可能性がある。

　乳幼児の就寝・起床時刻と睡眠時間などの項目との

相関係数より，就寝時刻と起床時刻，乳幼児と母親の

起床時刻に中程度の相関が認められ，特に起床時刻は，

母親の起床時刻との相関が最も高かった。また，就寝・

起床時刻と各項目の相関の仕方に着目すると，就寝時

刻は昼寝開始・終了時刻との相関が認められたが，起

床時刻はそれらの項目との相関が認められなかった。

さらに，起床時刻は母親の起床時刻や睡眠時間，メディ

アの視聴時間といった母親に関する項目との相関が，

小児保健研究

就寝時刻よりも多く認められた。このことから，乳幼

児の就寝時刻と起床時刻では，それぞれに関連する要

因が異なると考えられる。

2．乳幼児の就寝時刻に影…響する要因

　重回帰分析の結果より，乳幼児の就寝時刻への直接

的な影響要因として，起床時刻，昼寝終了時刻，運動

実施頻度主な遊び場所（どちらも同じくらい），母

親の就寝時刻が見い出された。よって，起床時刻や昼

寝終了時刻が早い，運動を実施することが多い，主に

室内と戸外で同じくらい遊ぶ，母親の就寝時刻が遅い

ことが，乳幼児の就寝時刻を早めると推察される。こ

れらの変数が見い出された理由を考えてみると，起床

時刻や昼寝終了時刻を早めると一日の生活リズムが全

体的に前倒しになるため，夜は早い時間に眠気がもた

らされ，就寝時刻が早まると推測される。運動実施頻

度は，昼間の積極的な運動による適度な疲労感が眠気

をもたらし，就寝時刻を早めると推測される。先行研

究5・7・lj「　）では，起床時刻，昼寝時間，身体活動と就寝時

刻の関連が指摘されていることから，これらは年齢や

就園状況の違いにかかわらず，乳幼児の就寝時刻に影

響する要因であるといえる。特に，昼寝に関しては，

昼寝開始・終了時刻間で強い相関が認められたこと　（r

＝ 091）を勘案すると，昼寝を早めに切り上げること

を念頭に置いて昼寝の開始時刻を設定し，適度な昼寝

時間を確保することが就寝時刻に影響すると考えられ

る。主な遊び場所については，就寝時刻が早い幼児は

戸外遊びを行う割合が高い傾向にあること1］）が指摘さ

れており，本研究でもそのような傾向は認められたが，

一方で主に室内で遊ぶことが就寝時刻を早めるという

傾向は，先行研究では認められていない。本研究で

は，夏や冬といった，低年齢の乳幼児にとって戸外遊

びの体力的負荷が大きい時期にも調査を実施し，主に

戸外で遊ぶ乳幼児が少なかったことの影響も推察され

るが，この結果の違いについてはさらなる検討が必要

である。母親の就寝時刻は，平均が21：39±5：03と標

準偏差の大きかったことが，乳幼児の就寝時刻への影

響の仕方に作用したと考えられる。先行研究5’7〕では，

乳幼児の就寝時刻への影響要因として見い出されてい

ないことから，母親が乳幼児の就寝時刻に合わせて就

寝する習慣がなくなっていること7）が示唆される。

　以上の各変数が，乳幼児の就寝時刻に影響する理由

や，先行研究との比較就寝時刻のモデルにおける各
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変数のβの大きさを踏まえると，乳幼児の早寝を定着

させるには，乳幼児が早起きをすることが重要である。

さらに，乳幼児の起床時刻は，母親の起床時刻との相

関が最も強く（r＝0．66），乳幼児と母親の起床時刻が

同時刻に設定される傾向が推定されることから，母親

の早起きが乳幼児の早起きを促し，早寝の習慣が定着

するという関係が想定される。その他の変数が就寝時

刻に及ぼす影響は弱いものの，乳幼児と母親が早起き

に努め，昼間の過ごし方に配慮することで，総体的に

乳幼児の早寝の習慣が定着していくといえる。

3．乳幼児の起床時刻に影響する要因

　重回帰分析の結果より，乳幼児の起床時刻への直接

的な影響要因として，就寝時刻と母親の起床時刻が見

い出された。よって，就寝時刻や母親の起床時刻が早

いことが，乳幼児の起床時刻を早めると推察される。

これらの変数が見い出された理由を考えてみると，就

寝時刻は睡眠時間と弱い負の相関（r＝－0．30）が認

められたことから，早めの就寝と睡眠時間の充足によ

る質の高い睡眠が，翌日の快適な起床を促すためと推

測される。先行研究6・8・1）では，就寝時刻と起床時刻お

よび睡眠時間との関連が指摘されており，これらは年

齢や就園状況の違いにかかわらず，乳幼児の起床時刻

に影響する要因であるといえる。母親の起床時刻は，

乳幼児と同時刻に設定される傾向にあるためと推測

される。先行研究5s　7bでも，乳幼児と母親の平日の起

床時刻の関連が指摘されており，母親の起床時刻は

就園状況にかかわらず，3歳以下の乳幼児の起床時

刻に影響する要因であるといえる。

　以上の各変数が，乳幼児の起床時刻に影響する理由

や，先行研究との比較，起床時刻のモデルにおける各

変数のβの大きさに加え，母親の起床時刻と乳幼児の

就寝時刻の相関（r＝O．33）を踏まえると，乳幼児の

早起きを定着させるには，母親の早起きと乳幼児の早

寝を合わせて行うことが重要であるといえる。

4．就寝・起床時刻のモデルに基づく乳幼児の睡眠リズ

　ム向上の促進要因

　乳幼児の就寝・起床時刻のモデルを概観すると，就

寝時刻のモデルでは，起床時刻が最も強い影響力を持

ち，起床時刻のモデルでは，就寝時刻が2番目に強い

影響力を持っていた。つまり，就寝・起床時刻は相互

に影響し合う関係にあり，乳幼児の睡眠リズムを考え
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るうえでは最も重要な変数であるといえる。特に，両

モデルにおける就寝・起床時刻のβの大きさを比較す

ると，起床時刻が就寝時刻に及ぼす影響の方が強い。

これは，未就園児は就園児のように，登園時刻に合わ

せて家庭生活を送る必要がないため，起床時刻がルー

ズになりやすいことが反映していると推測される。乳

幼児の睡眠時間は，起床時刻との相関が最も強いこと

（r＝033）を勘案すると，起床時刻に制限がないと就

寝時刻の遅れにつながりやすく，そこである程度の睡

眠時間を確保するには，起床時刻を遅らせることで対

応するため，睡眠リズムの悪循環とその固定化が懸念

される。したがって，起床時刻を早期化・固定化し，

就寝時刻が早まるという好循環の中で，十分な睡眠時

間の確保に努めることが望ましいと考えられる。さら

に，母親の起床時刻が，就寝・起床時刻の両モデルに

おいて直接的あるいは間接的な影響を及ぼしていたこ

とから，乳幼児の睡眠リズムを整えるには，乳幼児の

早起きといった乳幼児自身の要因に加え，特に母親の

早起きも重要な要因であるといえる。

　なお，乳幼児の就寝・起床時刻と各項目の相関の仕

方が異なっていたのと同様に，就寝時刻のモデルでは

乳幼児に関する変数が多く採用され，起床時刻のモデ

ルでは採用された3つの変数のうち，母親の起床時刻

が最も強い影響力を持っていた。すなわち，乳幼児の

就寝・起床時刻はそれぞれに影響する要因が異なり，

就寝時刻は乳幼児自身の生活リズム・習慣の影響を，

起床時刻は母親の生活リズムの影響を強く受ける傾向

が見受けられた。先行研究689）では，幼児と母親の起

床時刻の相関が強いことが報告されており，本研究の

起床時刻の傾向と一致する。しかし，就寝時刻に関し

て，先行研究561では起床時刻などいくつかの母親に関

する要因の影響も報告されており，本研究の結果と異

なる。また，先行研究で就寝・起床時刻との関連が指

摘されたメディアの視聴時間51°一一　12｝や朝食摂取頻度1314♪

といった変数は，本研究における就寝・起床時刻のい

ずれのモデルでも採用されなかった。朝食摂取頻度に

関しては，乳幼児，母親ともに回答に偏りがみられた

ことの影響が，メディアの視聴時間に関しては，平均

が1：41±1：21であり，先行研究17，18）よりも1時間以

上少ないことの影響や，就寝時刻に影響する夕食以降

の時間帯ig・）L）」，外でメディア視聴が行われた可能性が推

測される。

　以上のような本研究と先行研究の結果の相違につい
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ては，対象とした乳幼児の年齢や就園状況，取り上げ

た変数の違いが反映した可能性もある。就寝・起床時

刻のモデルのR2より，本研究で採用した変数では就

寝時刻を約45％，起床時刻を約56％しか説明できな

かったことも踏まえると，就寝・起床時刻には，他に

も影響要因が存在することが考えられる。ゆえに今

後は，3歳以下の未就園児の就寝・起床時刻に影響す

ると考えられる要因を幅広く収集し，それらを組み合

わせて就寝・起床時刻の推定に最適なモデルを構築す

ることで，就寝・起床時刻に影響する要因とその影響

度を明らかにすることが求められる。これにより，本

研究結果の再現性の有無とともに，3歳以下の未就園

児の睡眠リズムを整えるためのよりよい方策が導出さ

れるだろう。

　本研究の一部は，日本保育学会第67回大会（2014年，

大阪）において発表した。
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〔Summary〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　This　study　examines　young　children　s　bedtime　and

wake－up　time　and　the　factors　influencing　these　timings．

Atotal　of　l21　young　children（aged　O－3　years）and　their

mothers　participated．　The　participating　children　were　of

nursery　or　kindergarten　age　or　younger．　The　relation一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　．

ship　between　young　children　s　bedtlme　and　wake－up

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りtirne　was　explored．　Further，　the　effect　of　the　children　s

and　their　mothers’weekday　habits　on　each　timing　was

investigated　using　multiple　regression　analyses．

　　Results　show　that，　orl　average，　young　children　went

to　bed　before　21：00　and　got　up　before　7：00．　In　general，

they　have　established　a　good　sleeping　pattern．　For　young

children，　their　wake－up　time，　wake－up　time　from　a　nap，

frequency　of　physical　activity，　location　of　play，　and　their

　　　　　　　りmothers　bedtime　are　significant　and　direct　predictors　of

their　bedtirne．　Hence，　in　order　to　establish　ar〕early　bed－

tirne，　it　is　especially　irnportant　for　young　children　to　get

　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

up　early．　In　relatlon　to　young　children　s　wake－up　tirne，

　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

young　children　s　bedtime，　and　their　mothers　wake－up

time　are　signi丘carlt　and　direct　predictors．　Hence，　to　es－

tablish　an　early　rising　time，　it　is　especially　importar〕t　for

their　mothers　to　get　up　early　and　for　yoし1ng　children　to

go　to　bed　early．

〔Key　words〕

pre－kindergarten　or　pre－nursery　children，

mothers，　bedtirne，　wake－up　time，　daily　habits
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